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技術と挑戦で、顧客・社員・地域社会と共に持続的成⻑をお約束
栗原産業株式会社は創業以来、独⾃の技術開発⼒を駆使し、⾃動⾞業界を中⼼に全てのお客様と共に発展
してまいりました。今後も100億企業を目指す中で、その成⻑を通じてお客様に⾼付加価値の製品・サービ
スを提供し、地域社会に安定した雇⽤と環境への配慮をもたらし、社員一⼈ひとりが成⻑し誇りを持って
働ける企業を実現します。これにより、私たちの経営理念である『お客様に満足を買っていただく』を全
てのステークホルダーに届け、共に持続的な発展を目指します。

売上高100億円実現の目標と課題

環境に配慮した⾼生産設備を導⼊し、原料搬⼊から製品出荷
までを同一拠点で一貫生産する。さらに、基幹システムの改
良やＲＰＡ・ＡＩ－ＯＣＲなどのＤＸを推進し、売上増にも
既存⼈員で対応できる効率的な体制を構築することで、社員
の待遇向上とコスト競争⼒の強化を図る。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

生産能⼒不足
当社独⾃の粘着製造ラインは現在フル稼働しており、
追加生産に対応できる余⼒がない。

⼈員不足
生産量が増加した場合、製造部門だけでなく、間接部門

（管理、物流、品質管理など）にも追加の⼈員が必要。

実現目標 課題

目指す成⻑⼿段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

２０３１年の売上⾼１００億円達成に向け、平均年率１０％程度の成⻑を目指す。
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計画推進にあたっては、担当役員をプロジェクトリーダーに
任命し、関係部署が連携して進捗を管理する。各部署は設定
した目標に基づき、設備導⼊・ＤＸ推進・業務改善を分担し
て実⾏する。また、問題や課題が発生した場合には、毎月開
催される役員会議で迅速に報告・協議し、即時に対応策を決
定できる体制を構築することで、計画の着実な達成を図る。


